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令和３年１０月定例教育委員会会議録 

 

１ 日 時 

  令和３年１０月２８日（木）午後２時００分から午後２時４８分まで 

 

２ 場 所 

  唐津市役所 大手口別館６階 会議室 

 

３ 出席者 

 (1) 教育長 

   栗原宣康 

 (2) 教育委員 

   冨永祐司、宮﨑美和、篠原智文、石山貴子 

 (3) 事務局 

   教育部長 草場忠治、教育副部長兼教育企画課長 木村佳商、教育副部

長兼生涯学習文化財課長 中山誠、教育総務課長 古場真由美、学校教育

課係長 松竹寿郎、学校支援課係長 秀島貴子、東部学校給食センター所

長 小野尾栄二、近代図書館長 伊藤由美、浜玉市民センター産業・教育

課長 平尾敏和、厳木市民センター産業・教育課長 原 昭彦、相知市民

センター産業・教育課係長 秀島充康、北波多市民センター産業・教育課

係長 冨永昇、鎮西市民センター産業・教育課係長 仁田坂聡、呼子市民

センター産業・教育課長 藤松光彦、七山市民センター産業・教育課長 

種岡勝博、教育総務課係長 森德雄、教育企画課係長 阿部修久、教育総

務課職員 原周平 

 

４ 議 題 

 (1) 報告事項 

  ① 教育長報告 

  ② 各課報告事項 
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   ・９月市議会定例会（追加議案）の報告について 

   ・９月市議会定例会（決算議案）の報告について 

   ・９月の臨時休業等にともなう土曜授業について 

   ・学力・授業力向上６カ年計画について 

   ・特別展 佐賀県立博物館・佐賀県立美術館コレクション「日日是好日

（ひびこれよきひ）」について 

   ・共催及び後援について 

  ③ その他 

   ・教育委員会行事予定 

   ・秋の教育長表彰について 
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【定例会】 

 午後２時００分 開会を告げる。 

 栗原教育長は、本日の会議録署名委員として篠原委員を指名した。 

 栗原教育長は、前回の定例会の会議録について会議に諮り、委員会はこれを

承認した。 

 

 

○教育長（栗原宣康君） 

 それでは、今月は議案と協議事項がございませんので、真っすぐ報告事項に

入ります。 

 教育長報告です。Ａ４の一枚紙を御覧ください。 

 ７日の木曜日、唐津第一中学校、コロナウイルス感染でクラスターが発生い

たしました。１６時３０分に県の健康福祉本部から広報がなされ、８日朝の新

聞に第一中学校で生徒８名、関係者、家族ですけれども、３名合わせて１１名

のクラスターが発生しましたという報道がありました。この一連の感染は、９

月２８日に１人目の感染者が出て、７日までの間に申し上げました生徒８名、

関連者３名の陽性者のクラスターでした。１０月６日までに全校生徒、全教職

員のＰＣＲ検査が実施されたところです。 

 その後、これまで３週間を経過いたしましたけれども、この５日後の１２日

に第一中学校で感染したクラスターのときの子どもの兄弟が１名感染すること

がございました。また、別の学校で１件陽性が出まして、７日以降、２件の陽

性者が出ているという現在の状況です。 

 ２つ目です。１４日木曜日、西唐津公民館の安全祈願祭が行われました。開

館予定、すみません、ここに令和４年７月と書いておりますが、１２月に訂正

をお願いいたします。関係者で安全祈願祭を行ったところです。 

 また、その日に北部支所管内の教育長会が開催されました。年度末の人事異

動について幾つか伝達がございました。また、離島や僻地の人事異動について

の今年度末の予想について、状況の話がございました。 

 ２２日です。市町教育長会連合会の秋季総会・研修会が行われました。この
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研修会は教育長２０名が参加して行うのですけれども、毎年どこかの市町の教

育長が自分の市町のことについて報告をするというふうになっておりますが、

今年の大町町の教育について状況報告がありましたけれども、話の多くの中身

は今年の夏の大雨被害の報告でありました。詳しく聞いてみますと、かなり厳

しい状況があったのかなと思うところがありました。避難のときのことであり

ましたりとか、避難所の設営のことでありましたりとか、学校の対応だったり

とか、それから、後のボランティアの方々、災害復旧に向けてどんな動きが

あったのかとか、そのようなことがとても参考になる話を幾つか聞かせていた

だいたところです。 

 また、各市町の現在のコロナ対策について、これは私がクラスターの発生に

ついて報告をさせていただいたところです。また、ＧＩＧＡスクールの取組の

状況について情報交換をしたところです。かなりいろんな市町によって、この

ＧＩＧＡスクール、タブレット端末の利用の状況については差があるなと感じ

たところですが、多くの市町でＷｉ－Ｆｉ環境のない家庭についてどのような

手だてを取っているかという報告がたくさんなされました。市町の教育委員会

で購入したものを貸し出すようにしていますという内容のところが多かったよ

うに思います。 

 教育長報告は以上です。 

 それでは次に、各課の報告事項に参ります。 

 ９月の市議会定例会（追加議案）の報告について、事務局お願いします。 

○教育部長（草場忠治君） 

 資料のほうは、報告事項①という部分になります。 

 まず、追加議案関係の分についてですが、資料の１ページになります。 

 吉村慎一郎議員さんが公立学校施設復旧費と文化財復旧費について質問され

ております。豪雨被害による災害復旧費について、災害箇所や財源について質

疑されました。 

 質問事項（１）では、被災箇所として湊小学校のグラウンドに隣接する山の

のり面崩壊による被災状況と名護屋城跡及び徳川家康別陣跡の２か所ののり面

崩壊による被災状況を、（２）では、採択要件として時間雨量と被害額の基準
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及び財源内訳を、（３）では、工事完了までの予定として早急に発注事務を進

め、早期完了に努めたいと答弁をしております。 

 以上が追加議案の分です。 

○教育長（栗原宣康君） 

 それでは、９月議会定例会の報告について、質問や御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（栗原宣康君） 

 それでは、決算議案のほうに行って、もしありましたら、またそのときでも

結構ですので。 

 それでは、９月定例市議会の決算議案の報告について、事務局お願いします。 

○教育部長（草場忠治君） 

 資料は報告事項②のほうになります。 

 １枚めくっていただくと、４人の議員のほうから質疑があっております。 

 １ページの最初に、原雄一郎議員についてです。中学校部活動指導員配置事

業費について質問されておりますが、実績、効果や課題と今後の展開について

質問されております。 

 質問事項（１）から（２）では、指導員の配置実績として第五中、佐志中、

厳木中に各１名の３名で１回当たり２時間、週３回程度配置したことを、効果

として充実した指導体制や教職員の負担軽減を、課題としては常勤の方が指導

員になれないことを、（３）では、課題として常勤で１週間当たり４０時間程

度働いている方は指導員になれないということを、（４）では、今後の展開と

して文部科学省が部活動の段階的な地域移行を示していることから、国、県の

動向を踏まえつつ、部活動の指導体制づくりを考えていくと答弁をしておりま

す。 

 それから、３ページからになりますが、放課後子ども教室推進事業費につい

て質問されておりますが、その分については、事業実績や課題と今後の展開に

ついて質問されております。 

 質問事項（１）から（２）では、実績として、公民館の主催事業として２１

教室、民間主催で２教室、実施場所として公民館内や小学校体育館等で公民館
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職員と地域学校協働活動推進員が運営していることを答弁しております。 

 （３）では、子ども教室の充実については職員の負担増となることから、今

後の在り方について検討することを答弁しております。 

 （４）では、子ども教室の目指す姿として、放課後児童クラブとの総合的な

連携協議の場として教育委員会、保健福祉部等から成る運営委員会を設置して、

よりよい放課後対策を検討すると答弁しております。 

 次は５ページになりますが、近代図書館等の図書購入費について、図書サー

ビス計画の目標値と実績、今後の取組について質問されております。 

 質問事項（１）では、開架冊数に対する年間購入冊数の占める割合を令和５

年度に６．５％とする数値目標を掲げていること、（２）では、１人当たりの

貸出冊数の目標値を４冊にする、実績としては２．５冊で、団体貸出しを含め

ると１人当たり３．１冊というふうになっていること、それから（３）では、

開架冊数に占める購入冊数の割合の実績が近代図書館では５．６％であること、

（４）では、目標達成のため、今後の取組として開架冊数に占める購入冊数に

ついては段階的に予算額を確保する計画であるとし、公民館図書室との連携を

強化し、サービス向上に努めるという答弁をしております。 

 次が７ページです。大宮路美奈子議員の質疑です。 

 最初に、特別支援教育費について質問されております。 

 インクルーシブ教育についての考えと交流会の現状や生活支援員の採用基準

について質問されました。 

 質問事項（１）では、考えとして障害のある子とない子どもが共に教育を受

けられる多様な学びの場の充実、整備を進めていくことが大事であるというこ

とを答弁しております。 

 （２）では、特別支援学級の児童・生徒の交流会として例年３地区に分かれ

て実施しているが、コロナ禍の影響で中止や規模縮小しての開催となったこと

を答弁しております。 

 （３）では、生活支援員の採用基準としては資格条件を定めていないことを

答弁しております。 

 次は９ページになります。いきいき学ぶからつっ子育成事業費について、事
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業内容と実績や成果について質問されました。 

 質問事項（１）では、事業内容として、１つ目として児童・生徒の健全育成

を目的に自然環境、伝統文化の体験学習、２つ目として学力向上、授業力向上

を目的に研修会や、指定校や推進校による公開授業を行っていること、それか

ら、３つ目として外国語教育指導力向上を目的にモデル校を選出し、スコア型

英語テストを行い、分析結果に基づき指導内容等の改善を、（２）では、事業

実績として、１つ目は浮立の運動会での披露やヨット体験や門松づくりを、２

つ目として学力向上研究会を７回、公開授業に多くの参加があったことを、３

つ目としてモデル校３校に実践発表と意見交換を行い、授業改善を行ったこと

を、（３）では、成果として、１つ目は学校、家庭、地域の連携が進み、自己

肯定感の高まりと地域を誇りに感じる機会となっていることを、２つ目は先輩

教員からの指導、助言、支援体制が取りやすく、若い世代の教員の授業の質が

向上していることを、３つ目はモデル校の結果分析による授業改善により指導

力が向上していることを答弁しております。 

 次が１２ページのほうになります。 

 小・中学校のコンピュータシステム整備費とＧＩＧＡスクール推進事業費に

ついて、ＩＣＴ支援員の委託料と配置数について質問されております。 

 （１）では、１２名の支援員のうち４名をコンピュータシステム整備費で、

残り８名をＧＩＧＡスクール推進事業費で配置していることを答弁しておりま

す。 

 （２）では、１２名では不足しているのではないかという質問に対し、ＩＣ

Ｔ支援員については、国の配置基準に基づき４校に１人とし、ヘルプデスクを

開設し、対応していることを答弁しております。 

 次が１３ページです。たくましいからつっ子育成事業費について、事業実績

とコロナ禍での実施や今後の実施の考え方について質問されております。 

 （１）では、事業実績として、本庁や市民センターで実施した事業と民間団

体が補助事業として実施した事業内容を答弁しております。 

 （２）では、コロナ禍で中止となった事業内容を、（３）では、コロナ禍に

おける今後の事業実施の考え方として体験メニューを小分けして少人数で行う
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ことなどを検討すると答弁しております。 

 次が１５ページになりますが、白水敬一議員です。 

 まず、学校教育事務費について、唐津市教育の基本方針を達成するための取

組内容やコロナ禍での影響等について質問されております。 

 （１）では、取組内容と成果として学力向上指定校と推進校を拠点とした授

業改善、それから、いじめアンケート等を行い、全体のいじめ対応の検証、運

動の習慣化を図る取組による体力向上という内容を答弁しております。 

 （２）では、新型コロナが学校現場に与えた影響として運動会の中止や参加

者の人数制限を行っての午前中のみの開催、それから、修学旅行の中止や日帰

りでの実施の状況を答弁しております。 

 （３）では、Ｑ－Ｕアンケートの実施状況と成果として、アンケート結果を

分析し、的確に指導することでいじめや不登校の解消に役立っているという内

容を答弁しております。 

 次が１７ページからですが、特別支援教育費について、事業内容と生活支援

員の確保状況について質問されました。 

 （１）では、具体的な事業実績として生活支援員を幼稚園と小・中学校で６

５名配置した事業費として約１億２，１３６万円、特別支援教育研究会等への

補助金と通級指導教室の経費が約２９万円の合計で１億２，１６５万円と、

（２）では、生活支援員の配置数が平成２８年度は５５人、平成３０年度から

令和２年度は６５人、３年度は６６人と推移し、採用方法として他の会計年度

任用職員と同様にハローワーク等で募集していることを答弁しております。 

 次が１９ページになりますが、スクール・サポート・スタッフ配置事業費に

ついて、事業の目的と配置状況や事業の成果について質問されております。 

 （１）では、学校現場の感染症対策として純増した業務をサポートし、教員

の負担軽減を目的に配置しているということと、（２）では、配置数として希

望された小・中学校２９校に対し２５人を配置しているということと、事業の

効果として教員が児童・生徒と向き合う時間が確保されたこと、丁寧な消毒作

業の取組により児童・生徒の衛生に関する意識が高まったことなどを答弁して

おります。 
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 次が２１ページです。小・中学校のＧＩＧＡスクール推進事業費について、

事業内容とＧＩＧＡスクールサポーターの活動内容や事業効果について質問さ

れております。 

 （１）では、事業実績の内訳としてタブレット端末１万９６９台の購入費が

約６億８８万円、タブレット端末の学習ソフト等を５年リースとし、令和２年

度分の２か月分が７７８万円、各教室に配置した電源キャビネット４１０台分

の費用が約１億４，２４４万円、ＧＩＧＡスクールサポーター１２名の配置費

用が１，８２２万円と答弁しております。 

 それから（２）では、ＧＩＧＡスクールサポーターの活動内容として学校に

おけるＩＣＴ環境整備のための調査やタブレット端末等の指導マニュアル作成

及び研修を、また、効果として研修により教員のタブレット端末を使用した授

業の進め方などの理解を深めたという内容を答弁しております。 

 最後に、２３ページです。 

 浦田議員については、西唐津公民館移転改築事業費と公民館エレベーター設

置事業費について、公民館改築及びエレベーター設置の整備計画の住民への情

報発信の在り方について質問されております。 

 （１）では、西唐津公民館改築と長松公民館エレベーター設置事業の遅延に

係る住民への説明状況を答弁しております。 

 （２）では、行政の計画性について、建設事業が４年から５年を要すること

から、着手した事業が進捗しかけたら次の事業の事業化に向けた準備を行うべ

きということを答弁しております。 

 （３）では、教訓として計画時に十分な精査を行い、進捗管理に努めていく

ということを、（４）では、次に着手する予定の外町公民館改築や成和公民館

エレベーター設置の事業化に向けた準備をこれから行っていくということを答

弁しています。 

 （５）では、外町の次に着手する北波多公民館について、市民センターとの

複合施設が検討されているので、市長部局の方向性とリンクした検討が今後必

要ということと、（６）では、成和の次にエレベーター設置の優先順位が上位

である東唐津公民館と大成公民館については、耐用年数の残りが１０年程度で
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あり、建物の長寿命化改修工事とセットでの設置について住民の合意が得られ

れば実施したいという内容を答弁しております。 

 以上でございます。 

○教育長（栗原宣康君） 

 ありがとうございました。 

 ９月市議会定例会、決算議案の報告について、質問や御意見はございません

か。はい、どうぞ。 

○教育委員（石山貴子君） 

 少し公民館について触れていいですか。 

○教育長（栗原宣康君） 

 はい。 

○教育委員（石山貴子君） 

 ４ページになります。放課後子ども教室についてですが、サポーターを平成

２６年から７年間、私も務めさせてもらっています。ここに書いてあるように、

協力いただいている地域の方の高齢化と新しい担い手の不足という課題を私も

感じています。高齢化もですが、サポーターさんのなり手がないということも

大きな課題です。既に放課後子ども教室をやめている公民館もあると聞いてい

ます。 

 私が感じているのは、ここ数年間で大きく教育現場も変わり、サポーターさ

んの研修も必要なのではないかなと思います。国が進める放課後子ども総合プ

ランもなかなか進まない課題も含めて、ぜひ運営委員会で子どもの居場所でも

ある社会教育を充実してほしいと思っています。 

○教育副部長兼生涯学習文化財課長（中山 誠君） 

 生涯学習文化財課でございます。石山委員さんおっしゃるとおりというとこ

ろで私も認識しております。 

 ただ、ここに上がっております国が放課後子ども総合プランを進めておりま

すが、こちらのほうはそもそもが児童クラブの待機児童を少しでも減少したい

というところが発端としてスタートしているようで、それでは、厚労省管轄の

児童クラブと教育委員会管轄の放課後児童クラブのほうで連携をして、拡充し
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て、受皿として使っていただけないかというのが趣旨なんですけれども、国が

示すのは──私どもが当初これを見たときに、連携というのはどういうことがで

きるのかなと考えたときに、今も一部の公民館ではやっているんですけれども、

児童クラブに来た子どもたちに対して、放課後子ども教室にその子たちが来て

もらって一緒になって活動を行う、あるいは逆に放課後子ども教室のサポー

ターさんなり指導者さんなりが放課後児童クラブのほうに行って出前みたいな

形でやっていただくということで、連携していただいているところもあるので、

そういった連携を拡充することは可能であると思うんですが、国が言っている

のは児童クラブと同じような受皿として放課後子ども教室を拡充できないかと。

というのが、どういうことを意味するかというと、今は月２回やるとか、週１

回やるとか、そういった形のスパンで行っているんですけれども、それを受皿

として使えるように週、ウイークデーには毎日開催ですとか、そういったこと

を最終的には目指している内容になっているので、そこでまた戻るのがサポー

ターとかで協力体制というか、実際問題、今でも非常に苦慮してやっていただ

いている部分があるのに、そこまで劇的にといいますか、飛躍的に頻度を増や

してやるとマンパワーの問題、それから経費の問題、当然地元だけにお願いす

るというわけにはいかないので、別立てでサポーターを公費で雇ったりという

ことをしないと、とてもじゃないけど理想どおりにはならないよねというとこ

ろがあるので、今のところは先ほど申し上げた委員会、これは私ども社会教育

の分野と福祉の児童クラブ、それから、当然公民館、地元の方々を構成メン

バーとして協議をしていくんですけれども、その中で今ある人的資源、今ある

経費、体制の中でどこまでやれるのかというのを検討していく形になろうかと

いうふうに思っております。なかなか理想と現実はギャップがあるというとこ

ろで認識しております。 

○教育委員（石山貴子君） 

 三、四年前ぐらいに一度そういう交流があったんですけれども、そこからま

た、やっぱり人の問題とか移動、課題が多いんですよね。 

○教育副部長兼生涯学習文化財課長（中山 誠君） 

 まずはできることからというか、先ほど委員さんおっしゃったように、今の
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枠組みの中での連携した実施というものをまずは考えていく必要があるのかな

と思っております。 

○教育委員（石山貴子君） 

 公民館でもいい活動をしているので、もったいないなと思って、ぜひお願い

します。 

○教育副部長兼生涯学習文化財課長（中山 誠君） 

 ありがとうございます。 

○教育長（栗原宣康君） 

 ありがとうございました。 

 ほかに何かございませんか。 

○教育委員（篠原智文君） 

 １３ページのたくましいからつっ子の内容なんですが、子どもたちの成長に

関して様々な体験活動を提供するというのはすばらしいことだなと私も感じて

おるんですが、ちょっと質問なんですが、そこの中にコロナで実施できなかっ

たものが多々あったということなんですが、天体観測とか、市民センターにお

いて登山を計画したところがあったということですが、どこの場所でどういう

形で計画されていたか、もし御存じでしたら教えていただければと思います。 

○教育副部長兼生涯学習文化財課長（中山 誠君） 

 登山のほうは、すみません、ちょっとはっきり覚えていないんですけれども、

パドルボートについては浜玉です。 

○教育委員（篠原智文君） 

 ああ、浜玉なんですね。 

○教育副部長兼生涯学習文化財課長（中山 誠君） 

 はい。浜崎海岸のほうでだと思います。ただ、中止せざるを得なかったとい

う状況です。 

○教育委員（篠原智文君） 

 天体観測は。 

○教育副部長兼生涯学習文化財課長（中山 誠君） 

 天体観測は汚水処理場です。 
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○教育委員（篠原智文君） 

 市の少年科学館ですね。 

○教育副部長兼生涯学習文化財課長（中山 誠君） 

 はい、二タ子の。あそこで行います。 

○教育委員（篠原智文君） 

 分かりました。 

○教育長（栗原宣康君） 

 よろしいですか。 

 ほかにございませんか。よろしいですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（栗原宣康君） 

 それでは、先に進みたいと思います。 

 ９月の臨時休業等に伴う土曜授業について、事務局お願いいたします。 

○学校教育課係長（松竹寿郎君） 

 学校教育課です。本資料の１ページ、報告事項の③９月の臨時休業等に伴う

土曜授業についてを御覧ください。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、８月２５日より予定してい

ました２日間の市内一斉登校日を中止、同じく２学期スタートと予定しており

ました９月１日から９月３日までの３日間を市内一斉の臨時休業としました。

また、台風１４号により９月１７日も市内一斉の臨時休業としたところです。 

 各学校におきましては、授業時数の確保のために様々な工夫をしております

けれども、市としましては、統一して２日間の土曜授業を設定いたしました。

多くの学校がそこに示しておりますとおり、１１月の第１土曜日、１２月の第

１土曜日を予定しておりますが、学校行事等でこの日とは別日に予定している

学校も数校ございます。 

 各学校の土曜授業予定日につきましては、こちらのほうでアンケートを取り

まして把握をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○教育長（栗原宣康君） 
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 よろしいですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（栗原宣康君） 

 それでは、学力・授業力向上６か年計画について、事務局お願いします。 

○学校教育課係長（松竹寿郎君） 

 引き続き学校教育課です。別紙で配付しております報告事項の④「チーム唐

津」で進める学力・授業力向上プランを御覧ください。 

 本年度が学力向上アクションプラン９か年計画の最終年度となっております。

したがいまして、次年度以降の新プランとしましては、プリントに示しており

ますとおり、６か年計画の学力・授業力向上プランを考えているところでござ

います。２年ごとにステージを分けまして、ステップアップを図りながら、個

別最適な学びと協働的な学びを推進してまいります。 

 なお、この個別最適な学びと協働的な学びの内容につきましては、下のほう

に示しておりますので、確認をお願いします。 

 学力向上指定校につきましては、これまでと同様に中学校区単位で指定をし

ていきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○教育長（栗原宣康君） 

 これまで、今年までが９か年計画で進んでまいりました。このときもステー

ジ１、２、３のように３段階に分かれて、３年ずつの計画でやってきたわけで

すけれども、来年から新たなプランで６か年計画をもって進むというふうにし

ているところです。 

 これまでやりました学力向上アクションプランについては、チェック項目を

幾つか設けながら、それで点検をしていきながら、各学校での取組等を最終ス

テージの段階ではやってきたところですけれども、今、かなりいろんな学校で

それぞれの取組が進んできているというふうに感じています。殊に小学校では

大幅に授業の様子が以前と変わってきたなというふうに感じているところです

けれども、さらに６か年をスパンとして進めてまいりたいというふうに思って

おります。 
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 この学力・授業力向上プランのところで何かございますか。 

○教育委員（篠原智文君） 

 質問よろしいですか。 

○教育長（栗原宣康君） 

 はい、どうぞ。 

○教育委員（篠原智文君） 

 この２つの個別最適な学びと協働的な学び──協働的な学びは学習指導要領に

もあったと思うんですけど、この２つを取り上げた理由というか、視点はどう

いう視点で取り上げているんですか。 

○学校教育課係長（松竹寿郎君） 

 令和３年１月２６日の中教審答申の中に、令和の日本型学校教育というとこ

ろで通知がなされております。新学習指導要領に基づいて、今後この２つのこ

とを授業の中で進めていきましょうというところがうたわれておりまして、唐

津市も先進的にそこを取り入れていこうということで、今のところ話している

ところです。 

○教育委員（篠原智文君） 

 分かりました。ありがとうございます。 

○教育長（栗原宣康君） 

 今、コロナでグループワークをやりにくいところがありまして、それで取組

がやりにくいところもあるというふうに思っているところです。かなりグルー

プワークについても研究をして進んできたところだったんですけど、昨年から

非常にその辺が苦しくなってきているところです。 

 よろしいですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（栗原宣康君） 

 それでは、先へ参ります。 

 特別展「佐賀県立博物館・佐賀県立美術館コレクション 日日是好日」につ

いて、事務局お願いします。 

○近代図書館長（伊藤由美君） 
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 近代図書館です。お手元のチラシを御覧ください。 

 美術ホールでは、１１月６日から１２月５日まで特別展「佐賀県立博物館・

佐賀県立美術館コレクション 日日是好日」１期「画家のまなざし」を開催し

ます。 

 平成４年の開館以来、佐賀県立博物館、美術館の御協力を得て、同館の所蔵

品による企画展を重ねてきました。今回は令和３年度の特別展として、佐賀ゆ

かりの絵画と陶芸を２期に分けて紹介します。 

 今回御案内する展覧会はその１期目です。佐賀美術協会を創設した山口亮一

を中心に、岡田三郎助、久米桂一郎、立石春美、石本秀雄ら郷土の美術の発展

と後進の育成に尽くした画家たちの作品を展示しています。 

 委員の皆様方には案内状を郵便でお送りしております。初日の１１月６日土

曜日午前９時３０分から内覧会を行います。学芸員が簡単な作品解説も行いま

すので、この機会にぜひ御参加ください。 

 以上です。 

○教育長（栗原宣康君） 

 ６日の土曜日９時半ですね、もし御都合がつかれたら御参加いただければと

思います。 

 それでは、共催及び後援について、事務局お願いします。 

○教育総務課長（古場真由美君） 

 教育総務課でございます。議案の２ページをお願いいたします。 

 共催及び後援につきましては、共催が３件、後援が１５件、合計１８件でご

ざいます。 

 行事名、主催者名につきましては、一覧表を御確認いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○教育長（栗原宣康君） 

 それでは、教育委員会の行事予定、事務局お願いします。 

○教育総務課長（古場真由美君） 

 教育総務課でございます。続きまして、３ページをお願いいたします。 

 令和３年１０月２９日金曜日から令和３年１１月２２日月曜日までの主な行
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事予定でございます。 

 １１月２日火曜日ですが、１０時から秋の教育長表彰式を行う予定にしてお

ります。 

 １１月１６日火曜日は、１４時から令和３年度佐賀県市町教育委員会連合会

第３回役員会がございます。冨永委員さんに御出席いただくようにしておりま

す。嬉野市文化センターでございます。 

 その他の行事予定につきましては、一覧表に記載しておりますので、御確認

いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○教育長（栗原宣康君） 

 その他、報告事項はございませんか。はい、どうぞ。 

○教育総務課長（古場真由美君） 

 教育総務課でございます。本日お配りしております教育長表彰受賞者名簿を

お願いいたします。 

 秋の教育長表彰について御報告申し上げます。 

 教育長表彰は、唐津市教育委員会表彰規程に基づき年２回行っております。 

 春の表彰は児童・生徒のみ対象でしたが、秋の表彰につきましては一般の方

も表彰の対象となっております。 

 １０月１５日に教育長表彰審査会を開催し、審査をいたしました。その結果

を教育長に報告いたしまして、２９名及び８団体を決定したところでございま

す。 

 資料の１ページをお願いいたします。 

 まず、一般の部でございますが、教育委員で２名、青少年支援センター指導

員で３名、社会教育団体の役員で１名、奉仕活動で１名、青少年の健全育成で

１名の方が受賞されております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 次に、児童・生徒の部でございますが、スポーツの競技上位入賞者として中

学生の個人１３名、中学生団体７団体、小学生個人８名、小学生団体１団体が

受賞されております。 
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 氏名、住所、功績等につきましては、お手元の資料で御確認をいただきたい

と思います。 

 なお、表彰につきましては、小・中学生は各学校で行っていただき、一般の

方につきましては、１１月２日火曜日１０時より表彰式を行う予定でございま

す。 

 以上でございます。 

○教育長（栗原宣康君） 

 森田委員と坂本委員が今回受賞者として一緒になりましたけれども、お渡し

したいと思います。 

 右のページの児童・生徒ですけれども、全国大会等々への出場と書いてある

ところが多くあるんですけれども、中には幾つか全国で優勝したり、３位に入

賞したりしているのがあって、これはまたうれしい情報だなと思ってこの選定

を見たところでした。御紹介をしたいと思っております。 

○教育委員（冨永祐司君） 

 森田淳さんが１年遅れた理由は何ですか。 

○教育総務課長（古場真由美君） 

 すみません。教育総務課からの推薦が去年漏れていたようで、申し訳ござい

ません、遅くなっております。 

○教育委員（冨永祐司君） 

 はい。 

○教育長（栗原宣康君） 

 去年終わった後で気がついて、このタイミングでいっておかにゃいかんやっ

たというのが。よろしいですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（栗原宣康君） 

 何かほか、事務局からございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（栗原宣康君） 

 それでは、次回の定例教育委員会の日程でございますが、１１月２５日１４
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時からここで開催をさせていただこうと思っております。よろしいでしょうか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（栗原宣康君） 

 同じく木曜日の１４時です。 

 また、１１月に入りましたら学校訪問も幾つかございますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして１０月の定例教育委員会を閉会いたします。あ

りがとうございました。 


